
秋田県新型コロナウイルス感染症対策本部

１　イベント基本情報

人（A）  集客範囲（地域）

人（B）

%（B/A）

 担当者氏名・連絡先  イベントの概要

２　イベントの種類 （該当する項目に✔を記入）

 大声での歓声・声援等がないことを前提としうるもの

 大声での歓声・声援等が想定されるもの

 食事（菓子等の軽食を含み、飲料は含まない）を伴うもの

※全国的・広域的なお祭り、野外フェス等の場合は別紙も確認。

３　事前相談の情報共有

全国的・大規模イベント事前相談シート

名　　称

主 催 者

日　　時

会　　場

収容定員

収容予定

収 容 率

□

□

□

 この相談シートの写しを県から施設管理者に情報提供することに同意する。 □
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４　基本的な感染防止策の取組状況

緩和 従前

基準 基準

ア □

イ □

ア □

イ □

消毒液の設置や換気を行うほか、こまめな消毒や手洗いなどの徹底を促す。

〔 　〕

（注）イベントの感染防止計画などを必要に応じて添付すること。

 【参考】

 　〔従前〕屋内は5,000人又は収容定員の50％のどちらか小さい方を上限とする。屋外は5,000人を上限とし、

　　　　　 十分な間隔（できれば２ｍ）を確保して開催

 　〔緩和内容〕

収容定員の５０％以内

収容定員の５０％以内

密が発生しない程度の間隔

１ｍ間隔

①
出演者の発声等を伴うイベントにあっては、客席との十分な距離を確保する（最低２
ｍ）。 □

②
大声を出す者がいた場合は、個別に注意等ができるようにする（プロスポーツやロック
コンサートにおいても同様）。※緩和内容で開催する場合は必須 □

選手・出演者も含め入場時の検温を実施し、発熱等の症状がある者は参加を控えてもら
う。

選手・出演者も含め、発熱等の症状がある者は参加を控えてもらう。

④
参加を控えてもらう場合の払戻し措置の扱いをウェブサイトやチラシ等にあらかじめ規
定する。 □

⑤
イベント開催前に、参加者に対して接触確認アプリ(COCOA)をインストールすることを促
す。 □

⑥
「秋田県版新型コロナ安心システム」による登録など、参加者の連絡先の把握を行う。
※「秋田県版新型コロナ安心システム」については、県公式ウェブサイトをご覧くださ
い（インターネット「秋田県」「コロナ安心」で検索）。

□

マスクを着用していない者には個別に注意したり、持参していない者にはマスクを配布
するなど、参加者全員がマスクを着用するようにする。

熱中症等の対策が必要な場合を除き、マスクの着用を促す。

⑧ □

⑨ 入退場時や休憩時間、待合場所等にいわゆる三密の環境を作らないような対応をとる。 □

⑩ 参加者に対し待合場所等において交流等を控えるよう呼び掛ける。 □

⑪
観客、選手・出演者、スタッフの移動中や移動先における感染防止のための適切な行動
（例えば、夜の街への外出など業務上必要性のない外出の自粛等）を促す。 □

⑫
飲食用に感染防止策をとったエリア以外での飲食を制限するとともに、過度な飲酒の自
粛を促す。 □

⑬
イベント前後の移動や飲食の密集を回避するために、公共交通機関や飲食店等の分散利
用を呼びかける。 □

施設側と業種別ガイドラインの内容を共有し、上記を含む感染防止対策を協議の上実施
する。

共有したガイドラインの名称

⑮
上記①～⑭の感染防止の取組を公表している。
※緩和内容で開催する場合は必須 □

 大声での歓声・声援等がないことを前提としうるもの
収容定員の１００％以内
（上限5,000人）

 大声での歓声・声援等が想定されるもの
 食事を伴うもの

 １万人超

 大声での歓声・声援等がないことを前提としうるもの

 大声での歓声・声援等が想定されるもの
 食事を伴うもの

番号 取組項目（該当する項目に✔してください。）

③

⑦

⑭ □

 １万人以下

 収容定員の
 設定なし

✔の場合

✔の場合

✔の場合
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別紙

１　イベント基本情報

２　感染防止策の取組状況

全国的・広域的なお祭り、野外フェス等事前相談シート

名　　称

主 催 者

日　　時

会　　場

① 誘導人員を配置するなどにより、移動時の適切な対人距離を確保する。 □

② 区画当たりの人数制限や、ビニールシート等を用いて適切な対人距離を確保する。 □

③ 誘導人員を配置し、密集の回避を呼びかける。 □

④ 時差・分散措置を講じて入退場させる。 □

⑤ 飲食用に感染防止策を行ったエリア以外での飲食を制限する。 □

⑥ 休憩時間中及びイベント前後の食事等による感染防止を徹底する。 □

⑦ 過度な飲酒の自粛を呼びかける。 □

⑧ 大声を出す者がいた場合、個別に注意等ができるようにする。 □

⑨
イベント前後の感染防止について、注意喚起を行う（可能な限り予約システムやデジタ
ル技術等の活用による分散利用を実施）。 □

⑩ 可能な限り事前予約制とするか、入場時の連絡先の把握を行う。 □

⑪ 接触確認アプリ（COCOA）や秋田県版新型コロナ安心システムの利用を呼びかける。 □

※ 定点カメラやデジタル技術等による混雑状況のモニタリングを行う場合はチェック→ □

番号 取組項目（該当する項目に✔を記入）


